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●お知らせ
●輝いている人
●フォトニュース
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に
建
国

2016

子どもに関連する窓口を

西庁舎１階にワンフロア化

子育て王国建国！
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部活動紹介

vol.５
club  introduction

男女共に備南東地区大会でベスト８に入り、県大会に出場する
ことを目標にしている総社東中学校バドミントン部。部員は

48 人です。目標に近づくために、他校が１日かけて行う練習を半
日で終わらせ、独自の練習メニューを取り入れるなど、ライバルに
勝つための努力は惜しみません。試合で勝ったときの感動を全員
で共有できるよう、厳しい練習を乗り越えています。

自然と歌を口ずさむほど歌うことが大好きな部員が集まった総
社東中学校合唱部グリー。顧問の教諭を筆頭に、個性豊か

な 43 人の部員が活動しています。短時間で集中して練習するのが
この部の特徴。ソプラノ、メゾ、アルトの各パートが、パートリー
ダーを中心に澄み渡る歌声を追求。「独唱」ではつくることができ
ない「合唱」ならではのハーモニーで、聴く人の心を魅了します。

総社東中学校バドミントン部

★
　私たちが１年生のと
きに、当時の先輩が土
台を築いてくれたおか
げで、今年も NHK 全国
学校音楽コンクールの県大会で金賞を受賞
することができました。
　時に優しく、時に厳しく後輩の指導にあ
たり、歌うことを楽しめる部にしたいです。

　みんなが円滑に部活
動に取り組めているか
常に気を配り、足りな
い部分を補うことを心
掛けています。総社東中学校バドミントン
部が他校から強いと言われるようにするた
め、練習の８割以上は基礎練習に充て、チ
ーム力の強化を図っています。

★  部長の声

  部長・副部長の声
総社東中学校合唱部 グリー

再生紙を使用しています。
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■
ス
イ
ー
ツ
な
ど
食
に
係
る
取
材
に
多

く
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
で

す
。
食
を
通
じ
た
出
会
い
が
増
え
そ
う

で
す
。 

（
Ｏ
・
Ｙ
）

■
総
社
観
光
大
学
の
古
代
食
の
メ
ニ
ュ

ー
に
あ
る
古
代
の
チ
ー
ズ
「
蘇
」
の
味

は
絶
品
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

来
年
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 （
Ｗ
・
Ｓ
）

■
朝
晩
の
頬
を
な
で
る
風
が
だ
い
ぶ
涼

し
く
な
り
ま
し
た
。
食
欲
の
秋
が
や
っ

て
き
ま
す
。 

（
Ｔ
・
Ｅ
）

■
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
の
で
、

秋
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｏ
・
Ｈ
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今
月
の
表
紙

　

７
月
か
ら
順
次
行
わ
れ
て
い
た
庁
舎

内
の
配
置
換
え
が
完
了
し
、
市
役
所
西

庁
舎
１
階
に
子
ど
も
に
関
連
す
る
部
署

が
一
元
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も「
子

育
て
王
国
」。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
完
備

さ
れ
た
子
育
て
王
国
に
遊
び
に
来
る

と
、
チ
ュ
ッ
ピ
ー
に
会
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。



　

今
年
で
６
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
総
社
観
光
大
学
が
、
８

月
25
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
岡

山
県
立
大
学
周
辺
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
初
め
て
の
外
国
人
受

講
生
を
含
む
25
人
が
参
加
。
指

定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
、

総
社
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し

て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

総
社
観
光
大
学
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
民
俗
学
者

の
神
崎
宣
武
さ
ん
監
修
の
も

と
、
吉
備
国
際
大
学
の
守
安
収

教
授
、
岡
山
大
学
大
学
院
の
金

関
猛
教
授
、
藤
井
和
佐
教
授
な

ど
多
彩
な
講
師
陣
に
よ
る
講
義

に
加
え
、
座
禅
や
染
物
・
ガ
ラ

ス
玉
作
り
、
古
代
食
作
り
、
備

中
神
楽
「
吉
備
津
」
の
鑑
賞
と

い
っ
た
体
験
学
習
で
全
17
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
最
終
日
に

平松徹大さん / 倉敷市
　県内外から来るお
客様に総社の魅力を
伝えていきたい。

板野明和さん / 総社市
　総社のことをさらに
勉強し、ボランティア
ガイドを目指したい。

秋山芳輝さん / 総社市
　総社は歴史があり、
可能性を秘めている
と感じた。

實近照晃さん / 総社市
　座禅では自然の音
を 感 じ、 落 ち 着 く こ
とができた。

佐野静樹さん / 総社市
　遠方に住む友人を
総社市に招きたいで
す。

ｲﾑ ﾋｮﾝ ｿﾌﾟさん / 韓国
　韓国と関連が深い
と こ ろ や 鬼 ノ 城、 温
羅伝説を伝えたい。

仁熊義則さん / 総社市
　 高 い 農 業 所 得、 観
光的発信による総社
の発展につなげたい。

渡辺則文さん / 総社市
　 古 民 家 を 利 用 し、
担い手の受け入れが
できるようにしたい。

人見一枝さん / 岡山市
　総社はこんな に素
敵なのだと知った。み
んなに伝えたい。

₁ 井山宝福寺禅堂での座禅体
験　₂ 井山宝福寺方丈で小鍛
治元慎住職から法話を聞く　
₃ 備中神楽「吉備津」鑑賞　
₄ 完成した古代食　₅ 神崎宣
武さんによる講義　₆ 古代食
の調理　₇ ガラス玉作り体験
　₈ 旧堀和平邸の見学

三木記念賞を受賞
　地域社会の発展に貢献した人を顕彰する三木記念賞に、総社観光大学を１回目から
コーディネートしている神崎さんが、食文化の研究や郷土芸能の伝承に尽力したとし
て選ばれ、８月 31 日に岡山市で授与式が挙行されました。

岡田勝秀さん / 岡山市
　総社に関する情報
を周囲の人に発信し
たい。

岡田薫子さん / 岡山市
　たびたび総社に足
を 運 び、 歴 史 的 な も
のに触れたい。

総社観光大学コーディネーター

神崎宣武さん

熊城秀樹さん / 倉敷市
　広域ボランティア
観光ガイドで総社の
観光資源を伝えたい。

　

総
社
の
観
光
の
担
い
手
を
育
成
す
る
総
社
観
光
大
学
を
開
催
︒
今
年
は
新
た
に　
　

   

人
が

総
社
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
︒

鐘森智美さん / 岡山市
　総社の地名や特産品
を多くの人に伝えられ
るよう勉強したい。

石部一子さん / 総社市
　市外や県外から総
社に来る人を歓迎し
たい。
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催

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

総
社
の
観
光
や
文
化
を
伝
え
る
伝
道
師
を
育
成

は
、「
総
社
と
観
光
」
と
題
し
て
、

今
回
の
受
講
生
や
過
去
の
修
了

生
を
交
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
大
学
の
受
講
メ
ニ
ュ
ー

で
受
講
生
に
人
気
が
あ
っ
た
の

は
古
代
食
作
り
。
砂
川
公
園
で

土
器
に
よ
る
「
赤
米
ご
飯
」
や
、

「
サ
ト
イ
モ
と
シ
シ
肉
の
蓮は
す

の

葉
蒸
し
」
と
い
っ
た
奈
良
時

代
の
食
を
再
現
し
ま
し
た
。
総

社
観
光
大
学
の
古
代
食
の
再
現

は
、
調
理
方
法
ま
で
古
代
に
戻

し
調
理
す
る
と
い
う
点
で
ほ
か

に
類
を
み
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
輩
出
し
た
総
社

観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
１
４
５

人
に
な
り
ま
す
。
総
社
観
光
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
伝
道
師
の
育
成
に
取
り
組

み
、
総
社
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
（
☎
�

８
２
７
７
）

こ
れ
ま
で
に
輩
出
し
た
総
社
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
数 　
　

人

　総社観光大学は人材育成の場。ほかの市にない人材育成という面で勝っている。総
社の観光をこれからどのように次世代につないでいくのか。新たな人材に歴史や観光
の魅力を伝承すると同時に、市の財産となった観光ナビゲーターの力を活用していか
なければいけない。人材育成では総社には伝統がある。そのうえに観光大学が機能す
れば幸いなこと。

₁₂

₃₄

₅₆

₇₈

ほか 11 人

145 25

₆
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くらしき作陽大学 川崎医療福祉大学

　

大
学
生
が
在
学
中
に
専
攻
科

目
や
、
将
来
目
指
す
職
業
に

関
連
す
る
企
業
や
行
政
機
関
で

就
業
体
験
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
、
今
年
も
市
で
受
け

入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
受

け
入
れ
を
行
っ
て
き
た
岡
山
県

立
大
学
、
く
ら
し
き
作
陽
大
学
、

青
山
学
院
大
学
に
加
え
、
昨
年

７
月
に
包
括
協
定
を
締
結
し
た

川
崎
医
療
福
祉
大
学
の
学
生
が

初
参
加
。
８
月
８
日
か
ら
９
月

９
日
ま
で
の
間
、
５
日
か
ら
10

日
間
に
わ
た
り
、
市
役
所
の
業

務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
は
、
秘
書
室
や
政

策
調
整
課
な
ど
、
市
役
所
内
の

各
部
課
と
の
調
整
を
行
っ
た
り

重
要
施
策
を
企
画
立
案
し
た
り

す
る
部
署
や
、
図
書
館
、
文
化

課
、
保
育
所
、
消
防
本
部
な
ど
、

専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
必
要

と
さ
れ
る
22
部
署
で
実
施
。
学

生
は
、
大
学
で
学
ぶ
専
門
分
野

と
行
政
機
関
の
業
務
を
照
ら
し

合
わ
せ
、
適
正
や
学
力
・
知
識

を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後

に
は
、
就
業
体
験
を
基
に
市
の

制
度
や
政
策
の
改
善
、
新
た
な

試
み
な
ど
、
市
が
実
行
す
べ
き

課
題
を
政
策
提
言
書
に
ま
と
め

て
提
出
し
ま
す
。
提
言
書
は
、

市
と
大
学
で
審
査
。
優
れ
た
提

言
を
選
ん
で
表
彰
し
、
市
が
実

行
に
移
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課

（
☎
�
８
２
１
３
）

近藤　駿さん
①子ども教育学部２年
②常盤幼稚園

仙波　万季さん
①子ども教育学部２年
②学校教育課

西江　卓也さん
①情報工学部３年
②商工観光課、建築
住宅課

高木　瞬さん
①情報工学部４年
②都市計画課、文化
課、地域応援課

奈良　美茂理さん
①保健福祉学部３年
②政策調整課、常盤
幼稚園

平岡　幸也さん
①情報工学部３年
②秘書室

池側　純黎さん
①情報工学部３年
②総務課、危機管理
室、長寿介護課

瀧　詩織さん
①保健福祉学部４年
②商工観光課

今城　留奈さん
①保健福祉学部４年
②政策調整課

岡田　龍人さん
①情報工学部３年
②市政情報課

橋本　杏介さん
①情報工学部３年
②そうじゃ吉備路マ
ラソン推進室

清水　綾乃さん
①情報工学部３年
②図書館、秘書室

中塚　佳吾さん
①情報工学部２年
②学校教育課、政策
調整課、環境課

岡田　優希さん
①保健福祉学研究科学部１年
②総社保育所

布野　礼菜さん
①保健福祉学部４年
②こども課

二間　晴香さん
①情報工学部３年
②そうじゃ吉備路マラ
ソン推進室、健康医療課

岡部　真子さん
①保健福祉学部２年
②環境課

大原　理永さん
①保健福祉学部２年
②総社保育所

栗田　香保子さん
①情報工学部３年
②建築住宅課、健康
医療課

鎌田　真平さん
①情報工学部３年
②農林課

福島　のぞみさん
①子ども教育学部２年
②きよね認定こども
園、学校教育課

矢本　結奈さん
①子ども教育学部２年
②きよね認定こども
園

上坂　澪璃さん
①子ども教育学部２年
②政策調整課、総社
保育所

河本　江美香さん
①子ども教育学部２年
②きよね認定こども
園

上野　香穂さん
①音楽学部２年
②市民課、長寿介護
課

近久　優雅さん
①医療技術学部４年
②消防本部

　

今
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
︑
岡
山
県
立
大
学
︑

く
ら
し
き
作
陽
大
学
︑
青
山
学
院
大
学
︑
川
崎
医
療

福
祉
大
学
か
ら
30
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
︒

丸谷　優綺さん
①保健福祉学部４年
②環境課、秘書室

岡山県立大学 青山学院大学

降矢　晶子さん
①文学部３年
②秘書室、長寿介護
課

₁ 小学生に本の読み聞かせ　₂ そうじゃ吉備路マラソンのポストカードを配布　₃ 乳児
健診で子どもの身長・体重を記録　₄ 常盤幼稚園の預かり保育で園児と遊ぶ　₅ 消防署
での放水訓練　₆ 市役所玄関でお客様をおもてなし　₇ 保健福祉大会に向けた番組制作
に同行

₁₂₃₄₅

₆

₇

インターンシップ生

30 人を紹介します

氏名
①学部・学年
②受入課

大学名
初参加

就
業
体
験
を
通
じ
て

佐々木　淳さん
①医療技術学部３年
②消防本部

根木　裕人さん
①医療技術学部３年
②消防本部

働
く
自
分
を
考
え
る

川
崎
医
療
福
祉
大
学
が
初
参
加
！
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新
本
地
区
・
池
田
地
区
の
教
育
特
区

利用者を守係者らファジアーノ岡山の選手と交流（5/11）

新本幼稚園
　11 月 24 日㈭
　9:00 ～
　　
新本小学校
　10 月 20 日㈭
　9:45 ～ 11:50　　
　11 月 15 日㈫
　9:45 ～ 13:10

池田幼稚園
　10 月７日㈮
　8:50 ～
　　
池田小学校
　10 月 20 日㈭
　8:40 ～ 9:25
　平成 29 年２月 15 日㈬
　10:40 ～ 11:30

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
・

キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ
ン
の
お
知
ら
せ

　

音
楽
や
体
育
、
英
語
で
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
教
育
特

区
で
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
・
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
楽
し
く
音
楽
や
体
育
、
英
語
な
ど
を
学
ぶ
様
子
を
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
�
８
３
５
８
）

※
参
加
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
は
、
各
校
（
園
）
か
学
校
教
育
課
ま
で

  各校園の日程・教科  各校園の日程・教科  各校園の日程・教科

音
英音 英

新
本

英
体

生の演奏に触れる感動体験（5/22）
音 英

英

英

英

体

投票期限は 10 月 24 日㈪午後６時
１位を取れなければゆるキャラグランプリから引退！

問い合わせ　こども課子育て支援係（☎� 8268）

■投票方法
　市ホームページにある「めざせ☆全国第１位ゆるキャラグランプ
リ」のバナーをクリックするか、下のＱＲコード、チュッピーリン
グ（シリコンバンド）のＱＲコードを読み取り、そこから、ゆるキャ
ラグランプリの投票用ページにアクセスして投票してください。
■市ホームページ　http://www.city.soja.okayama.jp/

クリック！

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

■

グ（シリコンバンド）の
ラグランプリの投票用ページにアクセスして投票してください。
■

９月 14 日時点で

全国第１位だよ！

投票終了まであと少し

みんな応援してね！！

●自由枠交付金制度の活用について
　常盤小学校区は、居住する住民の世帯数が増加
しており、町内会は 33 あります。制度の開始によ
り、他町内会などと気軽にコミュニケーションを
とれるようになり地域の大きな力になっています。
交付金の使途についても、各町内会で知恵を出し合
い、より有効な事業の取り組みが図られています。

●今後の課題
　自主防災の組織率を高めていきたいと考えてい
ます。自主防災活動やそのほかの活動で、より有
効な交付金の活用をするためにも町内会同士の情
報共有化を図り、他地区の情報を提供し、より良
いまちづくりを行いたいと考えています。

　昨年の 11 月 30 日に開催された災害時などの炊き出し訓練。常
盤地区婦人会が中心となり、多くの住民が参加した

17 地区での自由枠交付金の使い方などを紹介！！

常盤小学校区地域づくり協議会
Ｐａｒｔ11

常盤小学校区地域づくり協議会会長

　　来見田　芳男さん

　地域で安心して暮らし、楽
し い 思 い 出 を 多 く も て る 地
域、子どもが夢をもち生き生
きと育つまちづくりを行いた
いと考えています。

地 自で 生 き る域 由 枠 交 付 金

主な活動内容主な活動内容
支会・部会名 活動内容

地域福祉部会 敬老会、救急法訓練、ごみ減量化
作戦、清掃活動

土木部会 環境活動（道路・水路・ため池の
清掃、草刈りなど）

各町内会支会

防犯灯設置（ＬＥＤ化）・維持管理、
公会堂・ごみ集積所の維持管理、
防犯ジャンパーの購入、夏まつり、
町内会史作成印刷（真壁）

常盤小学校区
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　学校に通っていると体育の授
業があるので、自分から運動を
しようと行動を起こさなくても
週に２、３回は運動をする機会
があります。しかし、学校を卒
業して大人になれば運動をする
必要がなくなるかというと、そ
うではありません。
　運動をする人のほうが、メタ
ボリックシンドローム関連の疾
患（糖尿病や中性脂肪・コレス

テロール値の過剰など）にかか
りにくくなり、ひいてはメタボ
リックシンドローム関連の疾患
が引き金となって起こる、さま
ざまな病気（心筋梗塞や脳梗塞
など）にかかりにくくなるとい
えます。
　また、運動をすることで筋力
を保つことができるので、昨今
耳にする、フレイル（虚弱・ぜ
い弱な状態）になりにくいとい
うこともいえます。
　さらに、運動をすると、がん
にかかっても亡くなることが減
ったり、そもそもがんにかかり
にくくなるといった研究発表も

みられるようになりました。
　このように、運動をすること
の効用は多くありますが、体育
の授業がある学生時代とは異な
り、大人になると強制的に運動
するような機会はほとんどあり
ません。
　したがって、自分で運動の手
段や機会を見つけていく必要が
あります。スポーツジムなどに
通ったり、ジョギングやウオー
キングなど、日常生活でも見つ
けられる自分にあった運動を身
に付けたりして、ぜひ運動の習
慣をもってください。生活習慣
病の予防につながります。

監修・問い合わせ　総社警察署（☎９４－０１１０）

「高齢者交通事故０
ゼロ

の９
く

２
に

（日間）
おかやま 2016－2017」に参加しよう

　「高齢者交通事故０
ゼロ

の９
く

２
に

（日
間）おかやま 2016－2017」は、

「交通事故などに遭わないよう
に、自分の安全は自分で守る！」
との宣言文に署名した 65 歳以上
の高齢者に、高齢者交通安全５
則を実践していただき、高齢者
の交通事故を抑止しようとする
取り組みです。
　次の高齢者交通安全５則を守
って、高齢者の歩行中、自転車
運転中の交通事故の発生を予防

しましょう。
■高齢者交通安全５則（ま行で
交通安全を実践）
ままつ…次の安全を待つ
みみる…周囲の状況を見る
むむりせず止まる…交差点など
では、無理せず止まる
めめだつ…夜光反射材を着用し
て目立つ
ももっと知る…自分の身体機能
の変化をもっと知る
　11 月１日㈫から平成 29 年１月
31 日㈫までの 92 日間が、無事
故等認定期間です。期間中に交
通事故の当事者とならなかった

参加者の中から、抽選で 50 人に
記念品が贈呈されます。自転車
乗車中に交通違反を行った場合
や、運転免許保有者が自動車を
運転中に交通違反を行った場合
は、抽選の対象外となります。
　「高齢者交通事故 0 の９２（日
間）おかやま 2016－2017」は、
県内に居住する 65 歳以上の人な
ら免許の有無を問わず参加でき
ます。参加の募集期限は 10 月
31 日㈪までです。申し込みは、
総社警察署交通課またはお近く
の交番、駐在所で受け付けてい
ます。

薬師寺　公一　医師
（吉備医師会から）

運動で生活習慣病予防
運動

問い合わせ　健康医療課健康増進係（☎９２－８２５９）

福　祉

総
社
流 

生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業 

始
動

問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護
課
地
域
ケ
ア
推
進
係
（
☎
�
８
３
７
３
）

　

市
で
は
、
い
つ
ま
で
も
活
躍

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
総

社
市
生
涯
現
役
促
進
協
議
会
」

を
設
立
。
事
業
構
想
モ
デ
ル
を

厚
生
労
働
省
に
提
案
し
、
８
月

１
日
の
採
択
を
受
け
て
、
10
月

９
日
㈰
か
ら
働
き
た
い
・
活
躍

し
た
い
と
希
望
す
る
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

総
合
相
談
窓
口
を
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
開
設
し
ま
す
。

　

窓
口
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の

就
労
や
社
会
参
加
な
ど
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
総
社
や
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
総
社
商

工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
４
月
に
60
歳
か
ら
70
歳

の
市
民
１
２
０
０
人
を
対
象
に

実
施
し
た
就
労
に
対
す
る
意
識

調
査
で
は
、
現
在
働
い
て
い
る

人
の
約
６
割
か
ら
、
い
つ
ま
で

も
働
き
た
い
と
い
う
回
答
が
あ

り
、
働
い
て
い
な
い
人
の
約
３

割
が
働
き
た
い
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
役
割
を
も
っ
て
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
今
後
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
問
題
と
い
っ
た

課
題
に
対
し
て
、
高
齢
者
が
貴

重
な
マ
ン
パ
ワ
ー
と
な
り
、
地

域
を
支
え
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
健
康

増
進
・
介
護
予
防
の
取
り
組
み

を
協
議
会
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

開
設
初
日
は
、
加
藤
勝
信

一
億
総
活
躍
・
働
き
方
改
革
担

当
大
臣
が
来
総
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。

全
国
で
も
先
進
的
な
生
涯
現
役

の
モ
デ
ル
事
業
。
相
談
窓
口
以

外
に
も
、
就
労
に
関
す
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
や
農
業
者

育
成
研
修
、
女
性
限
定
の
創
業

支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

10
月
９
日  　
　
　
　
　

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
が
オ
ー
プ
ン

今年の保健福祉大会

　今回の保健福祉大会は、「『全国屈指の福祉先駆都市』を目指して」をテーマとして、
加藤勝信大臣の基調講演や高齢者を取り巻く環境と課題について映像を交えたステー
ジ井戸端トークを行います。ぜひ、ご来場ください。

ステージトークは「教えて！生涯現役と生きがいづくり」

　吉備路風土記の丘一帯で草刈りをする高齢者。生き
がいをもって楽しく作業をしている。

　問い合わせ　福祉課福祉総務係（☎� 8264）　　【10 ページに関連記事】
一億総活躍・働き方改革担当大臣

加藤勝信さん

働
き
た
い

活
躍
し
た
い

■日時　10 月９日㈰　午後１時 30 分
■場所　市民会館
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そうじゃインターナショナルフェスタ 2016
　場所　カミガツジプラザ
　内容　日本と外国の食と文化、音楽の交流イベント。日本と
外国の料理のテントブースやダンスなどのステージイベント
　問い合わせ　人権・まちづくり課国際・交流推進係（☎�
8242）

秋のたたら操業
　場所　たたら場（奥坂）
　内容　砂鉄を原料とした古代製鉄の再現。終了（ケラ出し）
は日没ごろの予定。操業の体験もできる
　問い合わせ　鬼ノ城たたら倶楽部（☎� 0075、小澤さん）

総社市保健福祉大会【8 ページに関連記事】
　場所　市民会館
　内容　「『全国屈指の福祉先駆都市』を目指して」をテーマに、
加藤勝信 一億総活躍・働き方改革担当大臣による講演や、保健
福祉功労市長表彰、社会福祉協議会長表彰など
　問い合わせ　福祉課福祉総務係（☎� 8264）

「鬼・鐡・忠」鉄をテーマに古代から現代を視るプロジェクト
　場所　砂川公園管理棟前
　内容　鉄鉱石を使った日本最古の製鉄方法のたたら操業。参
加費無料。汚れてもよい服装で来場願います
　問い合わせ　文化課文化振興係（☎� 3491）

山手公民館文化祭
　場所　山手公民館
　内容　作品展示は 16 日㈰の午後 3 時まで。バザーは、15 日
の午前 9 時から売り切れまで。15 日の午後１時からカラオケ、
詩吟、山手福山合戦太鼓などの演芸発表
　問い合わせ　山手公民館（☎� 1241）

菊花展
　場所　カミガツジプラザ
　内容　11 月 13 日㈰まで。市花の会の会員らが丹精こめて作
った大菊や福助、ダルマ菊などを展示
　問い合わせ　市花の会事務局（☎� 3491）

劇団カッパ座「雨の贈りもの」
　場所　市民会館
　内容　等身大ぬいぐるみの人形劇。開場は、午後 2 時 30 分
から。入場料、3 歳から小学生：前売り 1100 円、当日 1500 円。
中学生以上：前売り 1600 円、当日 2000 円。駐車場は、市ス
ポーツセンター、武道館（送迎バスあり）
　問い合わせ　総社カッパ友の会（☎� 5315）

消費生活展
　場所　天満屋ハピータウンリブ総社店
　内容　「みんなの強みを活かせ～安全・安心な社会に一億総活
躍～」をテーマに、消費生活相談や市消費生活問題研究協議会
による廃油石けん、リメーク商品の販売など
　問い合わせ　交通政策課（☎� 8249）

総社市役所
〒 719－1192
総社市中央一丁目 1 番 1 号
☎ 0866－92－8200

■今月の
　「そうじゃ家族の日」

　10 月 16 日㈰

　毎月第 3 日曜日は「そ
うじゃ家族の日」です。
子どもを囲んで家族の絆
を深めましょう。

10 月のイベント

今月の

神が辻日曜ふれあい市
10 月 23 日㈰
7：00 ～ 9：00
市役所駐車場
　 花、 野 菜、 農 作 物、
魚介類、加工食品など、
毎月 15 店程度の出店。
出店者募集中！
　問い合わせ　人権・
まちづくり課国際・交
流推進係（☎� 8242）

わっしょい！わっしょい！

 15 ●土
 9:00 ～　
　　日没

 16 ●日
8:30 ～　

　　20:00

 ９ ●日
13:30 ～　
　　16:00

 ９ ●日
6:00 ～　

　　18:00

 22 ●土
17:30 ～　
　　19:30

吉備路学園交流祭
　場所　総社北公園多目的広場
　内容　模擬店、子ども向けゲームコーナー、バザー、ダンス
コンテスト、大抽選会など
　問い合わせ　吉備路学園（☎� 6580）

バロック音楽のひととき
　場所　きよね夢てらす
　内容　ソプラノ坂本道子さん、バリトン・リコーダーやビオ
ラ・ダ・ガンバ、チェンバロによるコンサート。入場料、一般
前売り 1000 円、当日 1200 円、高校生以下 500 円
　問い合わせ　きよね夢てらす（☎� 0355）

吉備路お口の健康まつり
　場所　天満屋ハピータウンリブ総社店
　内容　吉備歯科医師会による健康祭り。歯科無料相談、キッ
ズコーナー、家族の絆プロジェクトなど
　問い合わせ　髙橋歯科医院（☎� 0118）

第 19 回オータムチャリティーコンサート
　場所　市民会館
　内容　吹奏楽によるチャリティーコンサート。入場料、子ど
も 300 円、大人 500 円。OB 吹奏楽団賛助出演
　問い合わせ　総社東中学校（☎� 0073）

法律ミニ講座
　場所　総合福祉センター
　内容　「消費者被害」と題して、市権利擁護センター “しえん”
の弁護士、山内弘美さんが講演
　問い合わせ　市権利擁護センター “しえん”（☎� 8374）

大人のための読み聞かせ
　場所　市図書館
　内容　朗読ボランティアグループさつき会による、戦争をテ
ーマとした絵本の読み聞かせ
　問い合わせ　市図書館（☎� 4422）

昭和地区ふれあい文化祭
　場所　昭和公民館、昭和小学校
　内容　30 日㈰午後 3 時まで。バザーや作品展示は両日とも
実施。演芸発表は 30 日のみ
　問い合わせ　昭和公民館（☎� 1103）

総社西中学校定期演奏会
　場所　市民会館
　内容　合唱と吹奏楽の演奏会
　問い合わせ　総社西中学校（☎� 0317）

ありがた～いお噺（はなし）
　場所　きよね夢てらす
　内容　僧侶であり、落語家である桂米裕さんによる落語説法。
入場料 500 円（小学生以下、無料）
　問い合わせ　きよね夢てらす（☎� 0355）

 29 ●土
9:00 ～　

　　16:30

 28 ●金
13:00 ～　
　　14:00

 23 ●日
14:00 ～　
　　16:30

 １ ●土
11:00 ～　
　　15:00

 27 ●木
14:00 ～　
　　15:30

 19 ●水
15:00 ～　
　　16:40

 23 ●日
10:00 ～　
　　15:00

 22 ●土
10:00 ～　
　　16:30

 22 ●土
10:00 ～　
　　14:00

 30 ●日
14:00 ～　
　　17:00

 30 ●日
18:00 ～　
　　19:00

 15 ●土
9:00 ～　

　　17:00

バーベキュー
　パーティー
 　　　in SOJA
　今年度、第１回目の婚活

イベント！

　バーベキューを通じて出

会いのきっかけづくりをサ

ポートします。

■日時　10/29 ㈯
　 午前 11 時
　　　　　　～ 午後５時

■場所
　サンロード吉備路
■対象・定員
　25 歳 か ら 40 歳 ま で の
男女。各 20 人（応募多数
の場合は、抽選）
■参加費
　3000 円
■申込方法
　インターネットか市役所
などで配布している専用チ
ラシからか、氏名・住所・
性別・年齢・電話番号・メ
ールアドレス、職業を記入
し、電話かファクシミリま
たは郵送で申し込む
■申込期間
　10 月 ３ 日 ㈪ か ら 21 日
㈮まで
■ 申 込 先・ 問 い 合 わ せ　
　ＮＰＯ法人すごい婚活
塾（ ☎ 086－239－1002、
Fax 086 － 256 － 5603、
ホ ー ム ペ ー ジ　http://
www.sugokon.org/lesson/
event/19987001/、〒 700
－0026　岡山市北区奉還町
1 丁目 1 番 9 号）
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お知らせ　ＩＮＦＯRＭＡＴＩＯＮ

く
ら
し

今月
の

納税

市・県民税（第 3 期）　国民健康保険税（第 5 期）　納期限　10 月 31 日㈪
市税の納付には、便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　税務課納税係（☎ 92－8239）

総社市役所
〒 719－1192

総社市中央一丁目 1 番 1 号
☎ 0866－92－8200

行
政
相
談
一
日
合
同

相
談
所
︵
倉
敷
会
場
︶

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
な
ど
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

日
時　

10
月
21
日
㈮
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

　

場
所　

倉
敷
市
役
所

　

そ
の
他　

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

に
限
り
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

（
10
月
12
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
）

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

岡
山
行
政

評
価
事
務
所
（
☎
０
８
６
︱
２
３
１
︱

４
３
２
２
）

●　

●　

●　

●　

●

　

毎
月
開
設
し
て
い
る
定
例
相
談
所
の

日
時
や
場
所
は
、﹃
広
報
そ
う
じ
ゃ
﹄

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

人
権
・
ま
ち
づ
く
り

課
人
権
啓
発
係
（
☎
�
８
２
５
３
）

浄
化
槽
の
点
検
・
清
掃

　

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
。

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
保
守

点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を
定
期
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検
や
清
掃
は
、

各
戸
で
契
約
し
て
い
る
浄
化
槽
保
守
点

検
業
者
に
、
法
定
検
査
は
、
岡
山
県
指

定
の
検
査
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
下
水
道
係

（
☎
�
８
３
２
２
）

保

育

園

の

定
員
増
員
と
新
設

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
み
ど
り
保
育

園
の
園
舎
が
新
し
く
な
り
定
員
が
30
人

増
え
ま
す
。
ま
た
、（
仮
称
）
第
二
太

陽
保
育
園
・
定
員
90
人
が
井
手
地
内
に

新
し
く
開
園
し
ま
す
。
詳
細
は
、
入
所

申
し
込
み
と
合
わ
せ
て
﹃
広
報
そ
う
じ

ゃ
﹄
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
夢
づ
く
り
課

（
☎
�
８
２
６
５
）

自

然

観

察

会

赤
ト
ン
ボ
を
探
そ
う

　

鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
、
赤
ト
ン
ボ
を
観
察
し
な
が
ら
自
然

に
親
し
み
ま
す
。

　

日
時　

10
月
８
日
㈯
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で
。
雨
天
の
場
合
は
９

日
㈰
に
順
延

　

対
象
・
定
員　

小
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
、
そ
の
保
護
者
。
30
人
（
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

　

持
参
品　

水
筒
、
長
靴
、
タ
オ
ル
、

あ
れ
ば
虫
捕
り
網
・
か
ご

　

申
込
期
限　

10
月
５
日
㈬

　

そ
の
他　

午
前
９
時
30
分
ま
で
に
、

鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
集
合

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環

境
係
（
☎
�
８
３
３
９
）

子
ど
も
た
ち
の
世
界
を

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

大
人
の
会
話
に
戸
惑
っ
て
い
る
子
ど

も
の
立
場
を
体
験
し
、
分
か
り
や
す
く

子
ど
も
に
伝
え
る
方
法
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。（
２
回
講
座
）

　

日
時　

10
月
28
日
㈮
、
11
月
４
日
㈮
、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

場
所　

山
手
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

対
象
・
定
員　

６
歳
以
下
の
子
ど
も

を
も
つ
保
護
者
や
、
子
育
て
に
興
味
の

あ
る
人
。
各
12
人

　

参
加
費　

各
１
０
０
円

　

託
児　

あ
り
。
１
人
に
つ
き
１
０
０

円
（
保
険
料
を
含
む
）

　

申
込
方
法　

10
月
26
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

ち
び
っ
こ

ひ
ろ
ば
（
☎
・
Fax
�
９
８
３
４
、
Ｅ
メ

ー
ル　

npo.hotheart2015@
gm

ail.
com

　

山
手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

募

集

ク

サ

ボ

タ

ン

と

秋
の
草
花
の
観
察

　

福
谷
地
区
で
、
ク
サ
ボ
タ
ン
な
ど
を

観
察
し
な
が
ら
自
然
に
親
し
み
ま
す
。

　

日
時　

10
月
15
日
㈯
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
雨
天
の
場
合

は
、
16
日
㈰
に
順
延

　

定
員　

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
）

　

持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル

　

申
込
期
間　

10
月
３
日
㈪
か
ら
12
日

㈬
ま
で

　

そ
の
他　

歩
き
や
す
い
服
装
で
市
役

所
玄
関
前
に
、
午
前
９
時
30
分
ま
で
に

集
合

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環

境
係
（
☎
�
８
３
３
９
）

ス

ク

ラ

ッ

プ

ブ
ッ
キ
ン
グ
講
座

　

お
気
に
入
り
の
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に

貼
り
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
台
紙
に

イ
ラ
ス
ト
や
タ
イ
ト
ル
を
添
え
て
、
思

い
出
ご
と
に
つ
づ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時　

10
月
27
日
㈭
、
午
前
９
時
30

分
　

場
所　

清
音
公
民
館

　

定
員　

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
）

　

材
料
費　

６
０
０
円

　

持
参
品　

写
真
数
枚
、
は
さ
み
、
の

り
（
水
の
り
以
外
）

　

申
込
開
始
日　

10
月
１
日
㈯

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

清
音
公
民

館
（
☎
�
０
１
３
１
）

日本画れんげの会展
　初日は午後1時から、最終日は午後4時まで。
　もみ紙の技法を使った作品を中心に墨彩
画など作品 60 点を展示。
　㉄　日本画れんげの会　門田さん（☎�
2458）

秋の山野草展
　最終日は午後 4 時まで。
　市花の会会員が中心となって山野草約
150 鉢を展示。
　㉄　市花の会事務局（☎� 3491）

総社洋画同好会小品展（総社市民文化祭）
　初日は午後１時から、最終日は午後４
時まで。
　㉄　市文化協会（☎� 3491）

三地区合同写真展（総社市民文化祭）
　初日は午前 9 時から、最終日は午後 4 時
まで。
　三地区の会員が撮影した作品約 35 点
を展示。
　㉄　市文化協会（☎� 3491）

総社ゆかりの作家展Ⅱ　稲葉春生
　新本出身の日本画家 稲葉春生の作品展
示。
　㉄　文化課文化振興係（☎� 3491）

●市民ギャラリー（中央三丁目 1 － 102）
　開館時間◆ 8:30 ～ 17:15（総社市民文化祭は 9:00 ～ 17:00）

 10/4 ●火　 10/9 日
  

 10/14 ●金 10/16 日
  

●総社吉備路文化館（展示室）（上林 1252）
　開館時間◆ 9:00 ～ 17:00
　（入館 16:30 まで。月曜日は休館。10 月 10 日㈷は開館）

 10/18 ●火 10/23 日
  

 10/26 ●水 10/30 日
  

　問い合わせ　市選挙管理委員会事務局（☎� 8311）

　この選挙は、今後の岡山県政を担う私たちの
代表を選ぶ大切な選挙です。
　有権者の皆さんは、そろって投票に参加しま
しょう。

その他　県選挙管理委員会が指定した病院や老
人ホームにおける不在者投票など、制度について
の条件や手続き、期限などの詳しいことは、お問
い合わせください。
　期日前投票の宣誓書（兼請求書）は、市ホーム
ページからダウンロードできます。

投票時間　午前７時から午後６時まで
投票場所　投票所入場券に記載されている投票所

期日前投票
　仕事や旅行などで当日に投票所に行くことができ
ない人は、期日前投票をすることができます。
　投票所入場券を持参してください。
　期間　10 月 7 日㈮から 22 日㈯まで、
　　　　午前８時 30 分から午後８時まで
　場所　総合福祉センター

県知事選挙 10 月 23 日㈰ 投票

　選挙権年齢は 18 歳以上です

 10/1 ●土　 12/11 日
  

□高校生以上　700 円
□小・中学生　500 円

　期間中の土・日曜日、祝・休
日のみ午前 10 時から午後４時
まで。柿がなくなり次第終了

　問い合わせ　吉備路観光案内センター（☎� 1211）

　約 6700 平方メートルの観光柿園内に
は、約 80 本の富有柿の木があります。
　食べ放題でお土産付きです。家族、
グループ、仲間で楽しく柿狩りを楽し
んでください。

観 柿 園光
10/22 ㈯

11/23 ㈷
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座
講
史
歴
と
さ
る
ふ

　

平
の
長
館
館
の
習
学
財
化
文
蔵
埋
市

群
墓
墳
山
宮
で
ス
バ
、
と
ん
さ
子
典
井

。
す
ま
い
行
を
り
巡

　

時
日
　

11

時
８
前
午
、
㈫
日
１
月

30

で
ま
午
正
ら
か
分

　

員
定
　

24

、
第
次
り
な
に
員
定
（
人

）
り
切
め
締

　

品
参
持

　

筒
水
、
具
用
記
筆

　

日
始
開
込
申

　

10

㈯
日
１
月

　

他
の
そ

　

、
で
靴
、
装
服
い
す
や
き
歩

時
８
前
午

30

集
に
館
民
公
東
に
で
ま
分

合
　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

館
民
公
東

展
術
美
者
労
勤
市

　

ま
し
集
募
を
品
作
の
展
術
美
者
労
勤

。
す

　

程
日
　

11
月
13

ら
か
㈰
日

19

ま
㈯
日

で
　

目
種
集
募

　

絵洋
・
画
本
日
（
画

、
真
写、
道
書、
）
画

、
芸
陶
、
芸
工
手

ど
な
花
生

　

格
資
品
出

　

勤
在
、
か
住
在
に
内
市

　

数
点
品
出

　

点
１
人
１
て
し
と
則
原）

点
２
は
芸
工
手
（　

先
入
搬
・
日
入
搬

　

11
月
10

、
㈭
日

11

）
側
北
社
総
ク

　

限
期
込
申

　

10
月
31

㈪
日

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

区
地
社
総

会
議
協
祉
福
者
働
労

(

き

活

き

生
　

に
」
り
く
づ
い
が
き
生
「、
が
ん
さ
り

。
す
ま
い
行
を
演
講
て
い
つ

　

時
日
　

10
月
23

前
午
、
㈰
日

10

か
時

ら
11
時
30

で
ま
分

　

所
場
　

館
民
公
東

　

員
定
　

80

、
第
次
り
な
に
員
定
（
人

）
り
切
め
締

　

品
参
持

　

具
用
記
筆

　

限
期
込
申

　

10
月
22

㈯
日

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

館
民
公
東

座
講
験
体
会
社
の
人
大

　

、
地
の
ん
え
終
と
生
出
の
谷
方
田
山

訪
を
町
佐
大
市
見
新
と
町
井
中
市
梁
高

。
す
ま
ね

　

時
日
　

10
月
26

か
時
８
前
午
、
㈬
日

で
ま
時
５
後
午
ら

　

員
定
　

30

場
の
数
多
み
込
し
申
（
人）

選
抽
、
は
合

　

費
加
参

　

）
ど
な
料
館
入
（
円
０
０
５

　

品
参
持

　

、
ル
オ
タ
、
筒
水
、
当
弁

具
用
記
筆

　

間
期
込
申

　

10

日
７
ら
か
㈯
日
１
月で

ま
時
３
後
午
の
㈮

　

他
の
そ

　

、
で
靴
・
装
服
い
す
や
き
歩

合
集
に
館
民
公
東
に
で
ま
時
８
前
午

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

館
民
公
東

者
居
入
の
宅
住
営
市

　

宅
住
集
募

　

族
家
（
戸
１
宅
住
上
諸

）
け
向
族
家
（
戸
１
宅
住
尾
浅
、）
け
向

　

間
期
込
申

　

10

ら
か
㈪
日
３
月

14
日

で
ま
㈮

　

日
定
予
居
入

　

11

㈫
日
１
月

　

他
の
そ

　

ど
な
猫
や
犬
で
宅
住
営
市

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

宅
住
築
建

会

の

社

総

京

在
　

に
圏
都
首
、
は
」
会
の
社
総
「
京
在

ゆ
、
や
者
身
出
市
社
総
の
勤
在
か
住
在

と
さ
る
ふ
、
た
れ
さ
成
構
で
人
の
り
か

。
す
で
会
る
す
と
的
目
を
展
発
の
社
総

　

11
月
18

時
６
後
午
、
㈮
日

30

ら
か
分

人
る
す
望
希
を
加
参
。
す
ま
し
催
開
を

。
い
さ
だ
く
せ
ら
知
お
は

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

☎
（
室
書
秘

室
教
ン
コ
ソ
パ
の
め

　

。
す
ま
び
学
を
ど
な
み
込
り
取
の

　

時
日
　

10
月
25

ら
か
㈫
日

28

ま
㈮
日

時
１
後
午
も
れ
ず
い
。
で

30

４
ら
か
分

で
ま
時

　

所
場
　

館
民
公
央
中

　

員
定
・
象
対

　

勤
在
か
住
在
に
内
市

。
人
る
き

20

場
の
数
多
み
込
し
申
（
人）

選
抽
、
は
合

　

費
加
参

　

円
０
０
０
１

　

法
方
込
申

　

、
所
住
、
に
き
が
は
復
往

む
込
し
申
て
し
入
記

　

限
期
込
申

　

10
月
11

）
着
必
（
㈫
日

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

協
人
婦
市

２
９
１
１
―
９
１
７

　

１
目
丁
一
央
中

ス
の
性
女
「
内
課
習
学
涯
生
、
号
１
番

）
係
」
室

座

講

史

土

郷
　

の
区
地
手
溝
南

加
夜

学
て
い
つ
に
寺

。
す
ま
び

　

時
日
　

11
月
19

前
午
、
㈯
日

10

か
時

ら
11
時
30

で
ま
分

　

所
場
　

館
書
図
市

　

員
定
・
象
対

　

勤
在
か
住
在
に
内
市

。
人
の

50

締
、
第
次
り
な
に
員
定
（
人

）
り
切
め

　

日
始
開
込
申

　

10

㈯
日
１
月

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

館
書
図
市

座
講
外
野
史
土
郷

　

ま
り
巡
を
墳
古
山
造
と
跡
遺
築
楯。

す
　

時
日
　

11
月
11

か
時
９
前
午
、
㈮
日

行
決
雨
小
。
で
ま
午
正
ら

　

員
定
・
象
対

　

勤
在
か
住
在
に
内
市

。
人
の

30

締
、
第
次
り
な
に
員
定
（
人

）
り
切
め

　

日
始
開
込
申

　

10

㈯
日
１
月

　

他
の
そ

　

午
、
で
装
服
い
す
や
き
歩

場
車
駐
南
の
館
書
図
市
に
で
ま
時
９
前

合
集
へ

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

館
書
図
市

フ
ル
ゴ
ド
ン
ウ
ラ
グ

座

講

者

心

初
　

時
日
　

11

、
㈯
日
５
月

12

、
㈯
日

20

ず
い
、
㈰
日

時
２
ら
か
時
９
前
午
も
れ

、
は
合
場
の
天
雨。
度
程
間

延
順
に
週
の
次
か
日
翌

　

所
場
　

ド
ン
ウ
ラ
グ
校
学
小
和
昭

　

員
定
・
象
対

　

。
人
の
住
在
に
内
市

で
伴
同
族
家
、
は
も
ど
子
の
下
以
歳
９

。
加
参

40

締
、
第
次
り
な
に
員
定
（
人

）
り
切
め

　

日
始
開
込
申

　

10
月
27

㈭
日

　

せ
わ
合
い
問
・
先
込
申

　

民
公
和
昭

会
告
報
間
中
業
事
型
案
提
民
市

　

成
平

28

事
型
案
提
民
市
市
社
総
度
年

間
中
る
よ
に
体
団
４
た
れ
さ
択
採
に
業

。
す
ま
い
行
を
会
告
報

　

時
日
　

10
月
18

時
９
前
午
、
㈫
日

30

分
　

所
場
　

館
書
図
市

　

せ
わ
合
い
問

　

り
く
づ
ち
ま
・
権
人

）
２
４
２
８

総社市役所
〒719－1192

総社市中央一丁目1番1号
☎0866－92－8200

お知らせ　ＩＮＦＯRＭＡＴＩＯＮ

集

募

　申込先・問い合わせ　
目 9番 108 号、Eメール scci@kibiji.ne.jp　総社商工会議所内）

吉備路再発見講演会
■定員　100 人（申し込み多数の場合は、
抽選）
■申込方法　はがき、ファクシミリ、Ｅ
メールのいずれかで、郵便番号、住所、
氏名、年齢、電話番号を記入して申し込
む。１通につき１人まで
■申込期限　10 月 7日㈮（必着）■場所　備中国分寺

■日時　10 月 16 日㈰
午後１時 30分から 3時 30分まで

　「植物が語る吉備の弥生人」と題して、
天理大学客員教授の深澤芳樹さんが講演します。

　県立博物館を誘致する会では、吉備路の歴史的遺産の保護
などを目的にした講演会や PRなどの誘致活動をしています。

ＳＯＪＡ
      イルミネーション２０１６

　申込先・問い合わせ　ＳＯＪＡイルミネーション実行委員会
事務局（☎ 8276、商工観光課内）

テーマ　「ホッとする街そうじゃ  」

※家庭で不要になった「こたつ
布団・座布団」を譲ってください

関連イベント

　「こたつ 100 個ライブ」

　12 月 5 日㈪から平成 29 年 1 月 11 日㈬までの間、総社駅前な
どを彩る「ＳＯＪＡイルミネーション 2016」の作品を募集します。
自慢の作品で通りを彩りませんか。

□対象者　　個人、団体、事業所
□出展条件　総社駅前から国道 429 号までの区間に設置。設置か
ら撤去まで各自が負担
□申込方法　10 月 28 日㈮までに、
ＳＯＪＡイルミネーション実行委員
会事務局へ申し込む

広報そうじゃ 2016.10　1415　広報そうじゃ 2016.10
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総社市役所
〒 719 － 1192

総社市中央一丁目 1 番 1 号
☎ 0866－92－8200

お知らせ　ＩＮＦＯRＭＡＴＩＯＮ

　総社中央小学校を発着とした約５km のコースを、
３人から５人で編成したチームで、クイズやゲームを
しながら歩き、得点を競います。
　日時　11 月 13 日㈰、午前９時 30 分から午後２時
まで。小雨決行（受け付けは、午前９時から９時 30
分まで）
　定員　80 組（先着順。小学生以下の子どものチー
ムには、大人が 1 人加わること）
　参加費　1 人 200 円（保険料含む。当日集金）
　持参品　弁当、水筒、筆記用具、リュックサック、
タオル、敷物、バインダー
　申込方法　はがきか、市内小学校をとおして配布の
用紙に、チーム名、チーム全員の住所、氏名、年齢、
性別、電話番号を記入して申し込む
　申込期間　10 月 3 日㈪から 31 日㈪まで
■運営スタッフ募集
　イベントの準備や手伝いができるボランティアを
20 人程度募集しています。希望する人は、住所・氏名・
連絡先を電話かファクシミリ、またはメールで申し込
んでください。日本レクリエーション協会公認の「レ
クリエーション・インストラクター」の資格取得中の
人は、現場実習の単位となります。
　募集期限　10 月 31 日㈪

吉備の里ふれあいウオークラリー そうじゃ吉備路ウオーキング大会
　秋の吉備路を巡る４コースを設定。秋の景色とい
にしえの香りを楽しみながら歩きます。
■雪舟の里コース（20km）
　井山宝福寺や砂川公園などを巡る。定員 200 人
■古代ロマンコース（10km）
　備中国分寺や作山古墳などを巡る。定員 300 人
■池イケコース（5km）
　明治池や地頭部池などを巡る。定員 300 人
■ファミリーコース（1.5km）
　角力取山古墳などを巡る。定員 200 人

　日時　11 月 6 日㈰、午前 9 時 20 分（雨天決行）
　集合場所　山手公民館広場（午前8時から受け付け）
　参加費　1000 円（小学生は 300 円、未就学児は
無料）、当日申し込みは 1200 円
　申込方法　市役所、各出張所、各公民館などに備
え付けの所定の郵便振替用紙に必要事項を記入し、
郵便局で参加料を振り込む。山手出張所と山手公民
館では、参加料を添えて直接申し込
むことができる
　※いずれのコースも小学生以下
の子どもが参加する場合は、保護者
か成人の引率者の参加が必要です。
　申込期限　10 月 20 日㈭　申込先・問い合わせ　生涯学習課社会教育係（☎�

8362、Fax ☎� 8386、Ｅメール　ed-syogai@city.soja.
okayama.jp、〒 719－1192　中央一丁目 1 番 1 号）

　申込先・問い合わせ　そうじゃ吉備路ウオーキング
大会実行委員会事務局（☎� 1241、山手出張所内）

催
し
物

カ
ヌ
ー
で
遊
ぼ
う

　

日
時　

10
月
８
日
㈯
、
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

　

場
所　

そ
う
じ
ゃ
水
辺
の
楽
校

　

対
象
・
定
員　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
だ
れ
で
も
可
。
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
）

　

参
加
費　

子
ど
も
５
０
０
円
（
小
学

生
以
上
）、
高
校
生
以
上
１
０
０
０
円

　

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、「
カ
ヌ
ー
で
遊
ぼ
う
希
望
」

と
書
い
て
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
む

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

そ
う
じ
ゃ

水
辺
の
楽
校
（
☎
０
８
０
︱
１
９
２
１

︱
８
２
２
３
、
Fax
�
０
１
８
０
）

｢

第
九｣

コ
ン
サ
ー
ト

　

総
社
第
九
記
念
合
唱
団
、
く
ら
し
き

作
陽
合
唱
団
、
く
ら
し
き
作
陽
管
弦
楽

団
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
９

番｢

合
唱｣

の
チ
ケ
ッ
ト
を
、
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
９
月
30
日
㈮
か

ら
販
売
中
。

　

日
時　

12
月
24
日
㈯
、
午
後
２
時

　

場
所　

市
民
会
館

　

入
場
料　

１
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

　

問
い
合
わ
せ　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
４
９
１
）

音

楽

の

絵

本

Ｗ
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

　

金
管
五
重
奏
の
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン
ブ
ラ

ス
と
仲
間
た
ち
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
を
市
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
９
月
30
日
㈮
か
ら
販

売
中
。

　

日
時　

12
月
25
日
㈰
、
午
後
２
時

　

場
所　

市
民
会
館

　

入
場
料　

２
０
０
０
円
（
全
席
指

定
）、
当
日
２
５
０
０
円

　

そ
の
他　

未
就
学
児
入
場
可
（
２
歳

以
下
の
ひ
ざ
上
鑑
賞
は
無
料
）

　

問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
総
社
市
文

化
振
興
財
団
（
☎
�
３
４
９
１
、
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ

ル

フ

大

会

　

日
時　

11
月
15
日
㈫
、
午
前
９
時
。

雨
天
の
場
合
は
、
22
日
㈫
に
順
延

　

場
所　

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

対
象
・
定
員　

市
内
に
在
住
で
、
60

歳
以
上
の
人
。
３
０
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
）

　

持
参
品　

ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
な
ど

　

申
込
期
限　

10
月
24
日
㈪

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

長
寿
介
護

課
地
域
ケ
ア
推
進
係
（
☎
�

８
３
７
３
）

市

民

文

化

祭

　

11
月
23
日
㈷
ま
で
、
市
民
会
館
や
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
会
場
に
総
社
市

民
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
の
催
し
物
は
、
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

市
文
化
協
会
（
☎
�

３
４
９
１
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

開催日　時間 催し名　場所　【出演団体など】
10 月 1 日㈯・2 日㈰
　10:00 ～ 17:00
　（2 日は 16:00 まで）

私のいけばな秋をいけるⅨ　天満屋ハピータウン
リブ総社店　【小原流みどり会】

10 月 2 日㈰
　 9:00 ～ 15:10

心のふるさと　みんなの民話　市図書館　【吉備
路伝説を語る会】

10 月 2 日㈰
　14:00 ～ 16:30

和太鼓フェスティバル 2016 ～太鼓三国志～　
市民会館　【備中温羅太鼓、温羅童太鼓、和太鼓集団

「楽（しらべ）」、おにっこ太鼓、山手福山合戦太鼓
「楽

ら っ こ

鼓」、なかよし太鼓、山手福山合戦太鼓「鼓
つづみしゅうほむら

衆焔」、
清麻呂太鼓、勝央金時太鼓】

10 月 15 日㈯
　10:00 ～ 15:00

吉備路秋まつり茶会　サンロード吉備路中庭・き
びじつるの里あづまや　【表千家流総社同好会】

募

集

平成 29 年 2 月 26 日㈰開催

申込先・問い合わせ　そうじゃ吉備路マラソン推進室（☎� 8375）

　大会当日、コース沿道からランナーの皆さんに声援を送っていただける出
演者（団体）を募集しています。ダンス・音楽演奏など、さまざまな形で大
会を盛り上げてください。希望する団体は、そうじゃ吉備路マラソン推進室
にご連絡ください。
　大会参加者の募集は、11 月上旬に開始する予定です。

20172017

20172017

20172017

応援イベント出演者募集

問い合わせ　倉敷市商工課くらしき地域資源推進室（☎ 086－426－3406）

【老舗・特産品ゾーン】
倉敷市の老舗・特産品の PR や販売、ご当地グルメ、体験イベントなど

【高梁川流域ゾーン】
高梁川流域市町の特産品の PR や販売、ご当地グルメ、観光案内など

　高梁川流域市町の魅力あふれる地域資源を県内外に発信
する一大イベント。特産品・ご当地グルメ・観光情報・伝
統芸能などが大集合します。

【民藝・体験ゾーン】
民藝品の販売、体験イベントなど

【魅どころステージ】
各地域の伝統芸能や文化的活動を披露

【ぼっけーうめえ農マルシェゾーン】
高梁川流域市町の農産品の PR や販売など

高梁川流域圏情報

　倉敷みらい公園開園 5 周年記念　～至極の逸品～ くらしきフェア

10 月 2 日㈰
 午前 9 時  時  時    午後 4 時
場所：倉敷みらい公園
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太

極

拳

講

習

会

　

日
時　

10
月
10
日
㈷
、
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

　

場
所　

武
道
館

　

そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

　

問
い
合
わ
せ　

億
野
さ
ん
（
☎
�

１
０
２
０
）

岡
山
脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

　

脳
卒
中
患
者
や
、
そ
の
家
族
、
脳
卒

中
診
療
に
従
事
す
る
医
療
関
係
者
な
ど

を
対
象
に
、
最
新
治
療
法
な
ど
の
講
演
、

抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時　

10
月
８
日
㈯
、
午
後
２
時
30

分
か
ら
４
時
30
分
ま
で

　

場
所　

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー

　

問
い
合
わ
せ　
（
公
社
）
日
本
脳
卒

中
協
会
岡
山
県
支
部
（
☎
０
８
６
︱

４
６
２
︱
３
６
５
６
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
共
通
試
験

　

日
時　

12
月
４
日
㈰
、
午
前
９
時
45

分
か
ら
正
午
ま
で

　

場
所　

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山

　

受
験
講
習
会　

11
月
９
日
㈬

　

受
験
資
格　

満
20
歳
以
上
の
人
で
一

定
の
実
務
経
験
を
も
つ
人
か
、
高
校
指

定
学
科
卒
な
ど
に
該
当
す
る
人

　

申
込
期
間　

10
月
17
日
㈪
か
ら
28
日

㈮
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
開
庁
時

間
内
）

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

下
水
道
係
（
☎
�
８
３
２
２
）

全

国

一

斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

　

土
地
・
建
物
な
ど
の
登
記
相
談
や
遺

言
、
相
続
な
ど
の
相
談
を
、
司
法
書
士
・

公
証
人
な
ど
が
受
け
付
け
ま
す
。
要
予

約
　

日
時　

10
月
２
日
㈰
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

　

場
所　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　

申
込
先
・
問
い
合
わ
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岡
山
地
方

法
務
局
（
☎
０
８
６
︱
２
２
４
︱

５
６
５
６
）

女
性
応
援
出
張
相
談
会
・

地
元
企
業
就
職
面
接
会

　

就
職
活
動
の
こ
と
や
保
育
園
の
こ

と
、
子
育
て
と
の
両
立
の
こ
と
な
ど
を

専
門
相
談
員
が
悩
み
解
決
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
す
。

　

日
時　

10
月
25
日
㈫
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

　

場
所　

き
び
じ
ア
リ
ー
ナ

　

対
象　

就
職
活
動
中
の
人
、
就
職
活

動
準
備
中
の
人

　

そ
の
他　

女
性
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

は
、
無
料
の
託
児
所
あ
り
。（
託
児
は
、

要
予
約
）

　

詳
細
は
、
ふ
る
さ
と
岡
山
女
性
応
援

事
業
（http://furusato-w

.okayam
a.

jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

問
い
合
わ
せ　

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
☎
０
８
６
︱
２
３
５
︱

９
８
２
８
）

オ
ー
タ
ム
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝

く

じ

発

売

　

発
売
期
間
は
、
９
月
26
日
㈪
か
ら
10

月
14
日
㈮
ま
で
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
少
子
・
高

齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ　

岡
山
県
市
町
村
振
興

協
会
（
☎
０
８
６
︱
２
４
５
︱

４
８
８
２
）

総社市役所
〒 719 － 1192

総社市中央一丁目 1 番 1 号
☎ 0866－92－8200

お知らせ　ＩＮＦＯRＭＡＴＩＯＮ

［今月の催し物］

　はねで音を出すコオロギやキリギリ
ス。日本で見られる「鳴く虫」を、幼
虫から直感的に見極めができるよう
に、幼虫から成虫までの写真とともに
解説する。原寸のシルエット、分布マ
ップなども収録。

市図書館の本は、市図書館カウンターやホームページ、せっしゅう文庫、電話で予約できます

　ボクは、世界初の宇宙ヨット「イカ
ロス」。誕生、旅立ち、さまざまなチャ
レンジ、冬眠……。深宇宙を目指すソ
ーラー電力セイル実証機「イカロス」
の活躍を、擬人化して分かりやすく描
きます。

［今月の新刊］

［おすすめの本］

［せっしゅう文庫巡回日程（10 ～ 3 月）］

●おとぎのへや
　日時　10 月 1 日㈯、午後 3 時から
　内容　絵本の読み聞かせ

●おはなしのへや
　日時　10 月 8 日㈯、15 日㈯、いずれも
　　　　午後 3 時から
　内容　絵本の読み聞かせ

●りんご読書会
　日時　10 月 19 日㈬、午後 2 時から
　内容　『こどものころにみた夢』角田光
　　　　代ほか・著

●アニメのへや
　日時　10 月 22 日㈯、午後 3 時から
　内容　アニメの上映

●このゆびとまれ
　日時　10 月 25 日㈫、午前 10 時から
　内容　乳幼児のための絵本の読み聞かせ

問い合わせ　市図書館（☎� 4422）　開館時間　9:00 ～ 18:00
休館日　10 月 3 日㈪ ､10 日㈷ ､11 日㈫ ､17 日㈪ ､24 日㈪ ､31 日㈪

山下美樹・文　文渓堂

世  界初の宇宙ヨット「イカロス」
奥山風太郎・著　文一総合出版

鳴  く虫ハンドブック

駐車場名 駐車時間 10 11 12 １ ２ ３
 東公民館服部分館 14:50 ～ 15:30 4 1 6 17 7 7
 山手保健センター 13:30 ～ 14:00

5 2 7 11 1 1
 昭和公民館下倉分館 15:30 ～ 16:00
 昭和公民館 14:00 ～ 14:30

6 10 1 5 2 2
 清梁園 15:00 ～ 15:30
 西公民館新本分館 10:30 ～ 11:00

1 5 3 7 4 4 常盤たんぽぽ児童クラブ  14:20 ～ 14:40
 桃山団地集会所 15:00 ～ 15:30
 日羽公民館 10:30 ～ 11:10

2 6 4 8 5 5
 中央公民館総社北分館 15:10 ～ 16:00
 大谷公会堂 14:30 ～ 15:00

18 15 13 24 14 14
 西公民館秦分館 15:30 ～ 16:00
 東阿曽公会堂前 14:30 ～ 15:00

12 9 14 18 8 8
 東公民館阿曽分館 15:20 ～ 15:50
 ＪＲ豪渓駅前 14:30 ～ 15:00

13 17 8 12 9 9
 中央公民館池田分館 15:30 ～ 16:00
 ゆめタウン 15:00 ～ 15:30

7 4 2 6 3 3
 西公民館神在分館 15:40 ～ 16:20
 清音公民館別館 10:30 ～ 11:00

15 19 17 21 18 18
 中須加 ( 中央小広場 ) 13:30 ～ 14:00
 旧ＪＡ三須支店 10:30 ～ 11:00

16 20 18 22 19 19
 槁集会所 14:00 ～ 14:20
 昭和公民館富山分館 14:40 ～ 15:00
 種井公会堂 15:20 ～ 15:40
 西公民館山田分館 14:30 ～ 15:00

26 30 21 25 15 22
 西公民館久代分館 15:30 ～ 16:00

伝
言
板

◆生活用品交換銀行
　ゆずります　座いす、和室テーブル、
エアロバイク、脚用マッサージ器、総社
西中学校男子学生服、ベビーカー、電動
式ベッド、マッサージチェア、幼児用歩
行器、ヨット、ライフジャケット、自転
車用チャイルドシート、座布団、車いす、
お風呂いす、乳母車、健康器具、マッサ
ージ機、いす、よろい ､ かぶと
　もとめます　水島工業高校制服、電子
ピアノ、ロックミシン、掃除機、農機具
一式、昭和幼稚園制服・用具一式、秦小
学校制服・体操服、デジタルチューナー
テレビ、ベビーベッド、子ども服・おも
ちゃ、常盤小学校制服、はかま、プラレ
ール部品、ベビーソファ、ミシン、ベビ
ーチェア、ソファ、大人用自転車、総社
高校女子制服（Ｓ～Ｍ）
　掲載までに交渉が成立する場合があり
ますので、詳しくはお問い合わせくださ
い。
　問い合わせ　環境課美化推進係（☎�
8338）

分野 　　　書　　　名 著者・出版社

一般 その道のプロに聞くふつうじゃない生きものの飼いかた
 松橋利光・著　大和書房

一般 糖尿病の人の簡単作りおきレシピ
 牛尾理恵・著　主婦の友社

一般 忙しい人でもすぐに作れる いつもの材料でおいしい和えもの
 大原千鶴・著　家の光協会

一般 地震イツモマニュアル ポプラ社

一般 イヌの看取りガイド エクスナレッジ

一般 手作りを楽しむイキイキかんたん手芸 ブティック社

一般 すべて作れて着まわせるやさしい服 日本ヴォーグ社

一般 強父論 阿川佐和子・著　文藝春秋

一般 ダイエット物語…ただし猫 新井素子・著　中央公論新社

一般 海の家族 石原慎太郎・著　文藝春秋

一般 四百三十円の神様 加藤元・著　講談社

一般 ゆけ、おりょう 門井慶喜・著　文藝春秋

一般 猿の見る夢 桐野夏生・著　講談社

一般 罪の声 塩田武士・著　講談社

一般 狩りの時代 津島佑子・著　文藝春秋

一般 柳屋商店開店中 柳広司・著　原書房

一般 小説家と過ごす日曜日 石田衣良・著　文藝春秋

一般 週末介護 岸本葉子・著　晶文社

一般 九十歳。何がめでたい 佐藤愛子・著　小学館

児童 ルイ・ブライユと点字をつくった人びと 岩崎書店

児童 透明犬メイ 辻貴司・作　岩崎書店

児童 げたにばける 西村敏雄・絵　鈴木出版

児童 夏のあらしとムーミントロール
 トーベ・ヤンソン・作　徳間書店
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月日（曜） 　 修繕工事店 電話番号
10 月  1 日㈯ 浅沼建設工業㈱ ☎ 99-1351

10 月  2 日㈰ ㈱エンスイ工業 ☎ 92-4859

10 月  8 日㈯ ㈱エイゼン社 ☎ 93-2761

10 月  9 日㈰ ㈱カザケン ☎ 90-0777

10 月 10 日㈷ 広成工業㈲総社営業所 ☎ 93-8029

10 月 15 日㈯ ㈱大伸建設工業 ☎ 93-2762

10 月 16 日㈰ ㈲秋山設備 ☎ 93-1331

10 月 22 日㈯ ㈱エンスイ工業 ☎ 92-4859

10 月 23 日㈰ 浅沼建設工業㈱ ☎ 99-1351

10 月 29 日㈯ ㈱カザケン ☎ 90-0777

10 月 30 日㈰ ㈱エイゼン社 ☎ 93-2761

11 月  3 日㈷ ㈲秋山設備 ☎ 93-1331

月日（曜） 医療機関名・
所在地・電話番号

10 月 2 日㈰ タナベ歯科医院
中央二丁目 ☎ 93-6480

10 月 9 日㈰ 中田歯科医院
南溝手 ☎ 94-3360

10 月 16 日㈰ 西歯科医院
門田 ☎ 94-1182

10 月 30 日㈰ たんぽぽ歯科クリニック
小寺 ☎ 90-0600

11 月 6 日㈰ 髙橋歯科医院
久代 ☎ 96-0118

■平成 28 年８月分の市長交際費

救急告示病院 夜間などの時間外に緊急の診療が必要なとき

当番医（音声ガイダンス　☎９２－１９９８）

消防・救急なんでも相談（☎９３ｰ１１１９）【24時間、消防・救急・医療機関などについて相談ができます】

※小児科や外科など当番医でみれない場合がありますので、必ず、事前に電話で確認をしてください

吉備医師会（☎９３ｰ５９７６）救急 ☎１１９

救急告示病院 夜間などの時間外に緊急の診療が必要なとき

当番医（音声ガイダンス　☎９２－１９９８）

消防・救急なんでも相談（☎９３ｰ１１１９）【24時間、消防・救急・医療機関などについて相談ができます】

※小児科や外科など当番医でみれない場合がありますので、必ず、事前に電話で確認をしてください

吉備医師会（☎９３ｰ５９７６）救急 ☎１１９

救急告示病院 夜間などの時間外に緊急の診療が必要なとき

当番医（音声ガイダンス　☎９２－１９９８）

消防・救急なんでも相談（☎９３ｰ１１１９）【24時間、消防・救急・医療機関などについて相談ができます】

※小児科や外科など当番医でみれない場合がありますので、必ず、事前に電話で確認をしてください

吉備医師会（☎９３ｰ５９７６）救急 ☎１１９

支出の種別 件数 金額
お供え ２件 10,000 円
お祝い １件 30,000 円

お見舞い ０件 0 円
会費 ２件 10,000 円

その他 ２件 8,900 円

曜日を問わず
対応（内科のみ）

診療ドクター杉生
門田　☎ 92-5771（事前連絡が必要）

月日（曜）
医療機関名
所在地・電話番号（担当の薬局名）

10 月    2 日㈰
角田医院
中央三丁目 ☎ 93-1288

パーク統合クリニック
駅前二丁目 ☎ 92-3661

（トキワ薬局）

10 月    9 日㈰
森下病院
駅前一丁目 ☎ 92-0591

みやした内科医院
真壁 ☎ 95-2860

（サカエ薬局）

10 月 10 日㈷
泉クリニック
小寺 ☎ 94-5050

（あんず薬局）

くにとみクリニック
門田 ☎ 92-0255

10 月 16 日㈰ 高杉こどもクリニック
井手 ☎ 94-8839

診療ドクター杉生
門田 ☎ 92-5771

10 月 23 日㈰ こうら整形外科
中央六丁目 ☎ 90-2020

岡ハートクリニック
岡谷 ☎ 93-3033

10 月 30 日㈰
さかえ外科内科クリニック
真壁 ☎ 93-8800

薬師寺医院
中央一丁目 ☎ 93-6555

（マスカット薬局）

11 月    3 日㈷
やまもと医院
三輪 ☎ 93-7773

（みわ薬局）

清音クリニック
清音三因 ☎ 94-4111

　小児救急医療電話相談　＃ 8000
　または　☎ 086－251－6608
■平日は午後７時から翌朝 8 時まで。それ以外は

午後６時から翌朝 8 時まで

【待機時間　８：００～１７：００】

 医療機関名　所在地　電話番号  医療機関名　所在地　電話番号
 森下病院　駅前一丁目　☎ 92-0591  薬師寺慈恵病院　総社一丁目　☎ 92-0146

月日（曜） 医療機関名（担当の薬局名）・
所在地・電話番号

10 月   3 日㈪ みやした内科医院（サカエ薬局）
真壁 ☎ 95-2860

10 月   5 日㈬ 平川内科クリニック
久代 ☎ 96-2002

10 月   7 日㈮ 長野病院
総社二丁目 ☎ 92-2361

10 月 12 日㈬ 三宅内科小児科医院（つばさ薬局）
井手 ☎ 93-8511

10 月 14 日㈮ 長野病院
総社二丁目 ☎ 92-2361

10 月 17 日㈪ みやした内科医院（サカエ薬局）
真壁 ☎ 95-2860

10 月 19 日㈬ 薬師寺医院（マスカット薬局）
中央一丁目 ☎ 93-6555

10 月 21 日㈮ 長野病院
総社二丁目 ☎ 92-2361

10 月 24 日㈪ みやした内科医院（サカエ薬局）
真壁 ☎ 95-2860

10 月 26 日㈬ 渡辺医院
真壁 ☎ 92-7222

10 月 28 日㈮ 長野病院
総社二丁目 ☎ 92-2361

10 月 31 日㈪ みやした内科医院（サカエ薬局）
真壁 ☎ 95-2860

11 月   2 日㈬ 角田医院
中央三丁目 ☎ 93-1288

相談
 ▶不動産無料相談
　10 月 13 日㈭、午前 10
時から正午までと、午後
1 時から 3 時まで。西庁
舎 301 会議室。
　岡山県宅地建物取引業
協会相談員による、不動
産の賃貸借や売買などに
関する相談。
　申込先・問い合わせ　
人権・まちづくり課人権
啓発係（☎� 8253）

▶ぴあサロン
　10 月 20 日㈭、午前 10
時 か ら 11 時 30 分 ま で。
働く婦人の家。
　悩みの共有の場。ハン
ド マ ッ サ ー ジ 体 験 あ り。
定員 5 人。
　申込先・問い合わせ　
働 く 婦 人 の 家（ ☎ �
1180）

▶年金相談
　10 月 27 日 ㈭、 午 前 ９
時 30 分から午後０時 30
分まで。総合福祉センタ
ー。
　国民年金や厚生年金の
給付の相談。10 月 26 日
㈬までに予約が必要。
　申込先・問い合わせ　
倉 敷 東 年 金 事 務 所（ ☎
086－423－6150）

▶無料法律
　人権行政相談
　11 月 2 日㈬、午後 1 時
30 分から 4 時 30 分まで。
西庁舎 301 会議室。
　相談員は弁護士（要予
約。年度内に 1 人 1 回ま

で利用可）、司法書士、人
権擁護委員、行政相談委
員。弁護士への予約受け
付けは、10 月 17 日㈪か
ら開始し、定員になり次
第、締め切り。弁護士以
外への相談は、当日の午
後 3 時 30 分 ご ろ ま で 会
場前で受け付けます。
　申込先・問い合わせ　
人権・まちづくり課人権
啓発係（☎� 8253）

▶無料巡回法律相談
　11 月 9 日 ㈬、 午 前 10
時から正午までと、午後
1 時から 3 時まで。西庁
舎 301 会議室。
　相談員は、弁護士（要
予約。年度内に 1 人 1 回
まで利用可）。予約受け付
けは、10 月 17 日㈪から
開始し、定員になり次第、
締め切り
　申込先・問い合わせ　
人権・まちづくり課人権
啓発係（☎� 8253)

■家庭ごみ量の比較（平成２６年度比）

    平成２６年 ８ 月  平   成２ 7 年 ８月 差し引き

１．２％減量
           １１１８　　トン ▲１４トン１１３２トン
　収集と直接搬入の合計数字です。
ただし、資源ごみは除いています

ごみ袋料金有料化前の平成 17 年度比では３１．２％減でした

　　

総社
～福祉編～～福祉編～～福祉編～

■生活支援サポーター
　　　地域における介護予防活動の実践や普及、高
齢者のちょっとした困りごとを支援する生活支援
サービスの担い手となっていただける人を養成
し、地域で支える仕組みを整えています。生活
支援サポーターは、年に１度行われる講習会（全
６回）を受講していただくことで認定されます。

　　

　問い合わせ　環境課美化推進係（☎8253)

40000

■生活支援サポーターの推移

これまでに認定した
生活支援サポーター

127人
0

25

50

75

100

H28H27

（人）

（年度）

45人

82人
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広報クイズ
　今月の『広報そうじゃ』
を読んで、次のクイズに答
えてください。
　Ｑ1　ゆるキャラグランプ
リ 2016 で全国制覇を目指
しているチュッピー。ゆる
キャラグランプリの投票期限は●月●日午後●時！！

【応募方法】　はがきかメールに答えと住所、氏名、電話番号、
市政や広報紙に対するご意見やご要望を明記のうえ、編集室へ。
正解者のなかから 2 人に「そうじゃ消防署カレー」、「そうじ
ゃセロリのミネストローネ」、「赤米がゆ」をそれぞれ１個ず
つ贈ります。

【応募期限】　10 月 31 日㈪
【８月号の答え】　全国制覇
【８月号の当選者】　上田梨沙さん（中央六丁目）、藤井真弓さん（清音軽部）

［応募総数 18 件］
【応募先】　総社市役所市政情報課　〒 719－1192　中央一丁目１番

１号□ shisei@city.soja.okayama.jp

人口　68,096 人 （前月比＋ 46 人）
　　　（うち外国人登録 900 人　前月比＋ 23 人）
　　　　男　33,094 人（前月比＋ 22 人）
　　　　女　35,002 人（前月比＋ 24 人）
世帯数　26,353 世帯（前月比＋ 52 世帯）

　わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉備文化には
ぐくまれている総社市民です。
　このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつ
くることにつとめます。
１ 郷土を大切に
　　美しい環境を まもりましょう。
１ 生涯学び
　　明るい家庭を きずきましょう。
１ たがいに助け合い
　　あたたかいまちを つくりましょう。

◎市の花 / れんげ ◎市の木 / もみじ ◎市の鳥 / タンチョウ

人口・世帯数（平成 28 年９月１日現在）

市 民 憲 章

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

そうじゃ特産商品シリーズ３点セットが当たる
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/
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●
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集
合
時
間
は
朝
９
時
、
集
合
場

所
は
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
の
会

議
室
で
す
。
雨
天
の
場
合
は
16

日
㈰
に
順
延
。
申
し
込
み
は
総

社
吉
備
路
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

小
原
（
☎
93
５
１
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（
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社
吉
備
路
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リ
ー
ク
ラ
ブ

会
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小
原　

哲
也
さ
ん
）

作成した各種小冊子

問い合わせ　市民課戸籍住民登録係（☎� 8370）

マイナンバーカード
臨時窓口開設中！

■ 臨時窓口開設日時

10 月８日㈯・30 日㈰、11 月 13 日㈰・26 日㈯
いずれも午前９時から午後４時まで

◆ 交付時に持参する書類
◦印かん（認印は可能、 スタンプ印は不可）◦住民基本台帳カード（取得者）
◦交付通知書　◦通知カード　◦※本人確認書類

１点で本人確認ができるもの
◦ 運転免許証【氏名、住所（方書ま

で記載）が住民登録と一致】
◦ 住民基本台帳カード（写真付きに

限る）
◦在留カード　◦パスポート
◦精神障害者保健福祉手帳
◦身体障害者手帳など

２点必要なもの
◦健康保険者証
◦年金手帳
◦社員証
◦学生証
◦学校が発行した在学証明書
◦ 医療受給者証など

　マイナンバーカードは、臨時窓口でも受け取りをするこ
とができます。臨時窓口を利用する場合は、下記予約先へ
電話予約をしてください。

■予約先・臨時窓口開設場所
　市民課戸籍住民登録係（☎� 8370）
※当日は、本庁舎正面玄関から入ってください
※ 希望する人は電話で予約をしてください。なお、予約があったマイナンバー

カード関連以外の業務は行いません

※本人確認書類（すべて原本に限る）

鬼城山外来植物

一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動一掃大行動

参加者大募集

　鬼城山の美しい景観
を守るため、皆さんの
力を貸してください。
国や県などからの協力
のもと実施します。
■日時
　10 月 16 日㈰、午前
９時 30 分から正午ま
で。少雨決行
■集合場所
　鬼城山ビジターセン
ター
■持参品
　飲み物、スコップ、
軍手、筆記用具
■その他
　実施か中止かわから
ない場合は、午前７時
からテレフォンサービ
ス（ ☎ � 1000） で 案
内します。
＊専門家による外来植
物の説明があります
　申込先・問い合わせ　
環境課環境係（☎� 8339）

　

　「R
リ ユ ー ス

euse」は、「再利用する」という意味の英語で、
まだ使えるものを繰り返し使い、ごみの発生を減らす
活動です。まだ使えるものを必要とする人に譲ったり、
フリーマーケットやリサイクルショップで買い物をす
ることが「Reuse」にあたります。ぜひ、ものを大切
に使って Reuse 活動にご協力ください。

問い合わせ　環境課美化推進係（☎� 8338）

チュッピーからの豆知識！
　Reuse 活動はごみを出さないとい
う考え方だよ。ものにも環境にも優
しい生活が送れるね！

　　　　  「R
ﾘ ﾕ ｰ ｽ

euse」って何？　その７

ごみについて学ぼう！

ごみ減量化コーナー
きれいな総社市を目指す！

ごみ減量化コーナー

フリーマーケットでまだ使えるものを必要な人へ

　　　　  「４Rシリーズ

　サンロード吉備路の中庭に土を盛り、
古墳の模型を造営する
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のっぺい汁のっぺい汁

●材料（４人分）
●サトイモ…80g　●鶏肉…60g　●ゴボウ…60g　
●突きこんにゃく…60g　●ニンジン…40g
●油揚げ…1/2 枚　●葉ネギ…20g　●サラダ油…適量
●だし汁…600cc　
●調味料…しょうゆ＝大さじ１　塩＝小さじ 1　
　片栗粉＝大さじ１
●作り方
①サトイモと鶏肉は一口大、ニンジンと油揚げは短冊切

り、ゴボウはささがき、葉ネギは小口切りにする。
②熱した鍋にサラダ油を敷いて鶏肉を炒め、肉の色が

変わったら葉ネギ以外の具材を鍋に加える。
③②にだし汁を加え、具材に火が通るまで煮る。
④しょうゆ、塩で味付けをし、葉ネギを加える。
⑤水溶き片栗粉でとろみをつける。
その他の献立　ごはん、牛乳、さばの塩焼き
　　　　　　　たくあん和え

「How are you ？」  親しみをもって ALT（外国人指導助手）とあいさつをする園児

　体育・英語特区である池田幼稚園では、池田小学校や大学と連携し、生涯にわたり健
康に生活する力を身に付けるための基本的な生活習慣の定着と、体を動かす心地よさ
を感じる体験や活動を大切にしています。園児は ALT（外国人指導助手）と、「Hello　
Teacher ！」「Let's　play ！」といった元気なあいさつや、歌やゲームを取り入れた心弾
む英語のレッスンをしています。ALT と共に過ごすことにより自然体で英語に浸り、英
語への興味・関心をもつようになってきています。「豊かな心　健やかな体」を目指して、
これからも特色のある教育に取り組んでいきます。

問い合わせ　学校教育課（☎� 8358）

　池田・新本地区が教育特区
になりました。住民登録地が
どこにあっても就学できます！

体を動かす心地よさ　楽しさ！！　
外国の人と触れ合う楽しさ　広がる英語への関心！！

体育・英語特区　池田幼稚園　

特区の授業は見学ができるよ！
詳しくは７ページを見てね

　川崎医療福祉大学  医療技術学部健康体育学科講師
や ALT と触れ合い遊びを楽しむ園児
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。
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このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
広報そうじゃ編集室（市政情報課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。 広報そうじゃ 2016.10　2425　広報そうじゃ 2016.10
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　夏季囲碁大会が８月 26 日、総
合福祉センターで開かれ、市内の
いきいきシニア総社の会員ら約
50 人が競い合いました。参加者
は、碁盤を見つめ、対戦相手の打
つ手に集中して次の一手を考えて
いました。

盤
上
で
静
か
に
対
決
の
火
花
が
散
る

碁石の音が響く

ミニフォト

　新たな総社ブランドの発信に取
り組んでいる総社商工会議所と市
内店舗が、8 月 22 日に総社商工
会議所で事業発表会を実施。赤米
粉を使ったパンにご当地フルーツ
あんを入れたシューケーキは、11
月に販売開始の予定です。

各
店
舗
の
開
発
品
と
代
表
者

総社のパンを全国へ発信

　地域の防災・防犯意識を高める
ため、西郡地区住民が中心となり
企画した講習会が８月 21 日に西
郡分館で開かれました。参加した
約 70 人は、地域で災害に備える
重要性や心肺蘇生法などを学んで
いました。

心
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蘇
生
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ポ
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学
ぶ

防災・防犯の意識を高める

　英語特区での学びをより豊かに
するため、青山学院大学の木村松
雄教授を講師に招いた英語教育研
修会を、８月 26 日に昭和小学校
で開催しました。参加した 37 人
の教職員らは、講義に熱心に耳を
傾けていました。

講
義
を
行
う
木
村
教
授

より魅力ある英語教育のために

西庁舎１階に子育て王国を建国
子どもの窓口をワンフロア化

　女子サッカーなでしこリーグで活躍する FC 吉
備国際大学 C

シ ャ ル ム

harme と岡山湯郷 B
ベ ル

elle の試合が 8
月 27 日、総社北公園陸上競技場で開催されま
した。台風が近付き、時折強い風が吹くなか、
試合は白熱。激しい攻防の末、３対０で岡山湯
郷 Belle が勝利しました。迫力あるプレーに、訪
れた約 700 人の市民やサポーターは大きな声援
を送り、未来のサッカー選手を目指す子どもら
は目を輝かせていました。

そうじゃになでしこがやってきた
総社スポーツ＆ヒューマンねっとわーく presents ドリームマッチ

ゴール前での迫力ある攻防

　市では子どもに関する手続きがワンフロアでで
きるよう、８月 22 日から西庁舎の１階に子ども
に関連する窓口を一元化しました。
　フロアにはキッズスペースや、子育て相談、授
乳、おむつ交換ができる「子育てほっとルーム」
を設けたほか、西庁舎の西側には新しく 13 台分
のお客様用駐車場も整備しています。
　手続きの待ち時間も楽しく遊ぶことができるよ
うになり、子育て王国からは連日子どもの元気な
声が聞こえてきます。

　西庁舎に移転した、
教 育 委 員 会 庶 務 課、
学 校 教 育 課、 こ ど も
夢 づ く り 課、 保 健 福
祉 部 こ ど も 課（ 写 真
上）。西庁舎西側の新
駐車場（写真下）

　8 月 2 日から 14 日間、オース
トラリアでホームステイをした市
内の中学生 22 人の帰国報告会を、
８月 27 日に総合福祉センターで
開催。生徒は印象に残ったことや
今後の目標などを一人ずつ発表
し、成長した姿を見せていました。

質
疑
応
答
も
交
え
、
成
果
を
発
表

ホームステイでの学びを報告

　８月 20 日と 21 日の両日、鑓
や り

水
み ず

キャンプ場（岡山市北区）で自
然学校が開かれ、市内の小学生
31 人が参加。木工や池での水遊
び、飯ごう炊さん、キャンプファ
イアなど、大自然の中で体験学習
を満喫していました。

飯
ご
う
炊
さ
ん
に
挑
戦

大自然の中で体験学習

　持ち上げる石の重さを競い、参
加者の成長を願う「力石総社」が
８月 28 日、総社宮で開催され、
子どもから大人までの力自慢約
200 人が参加。挑戦者は歯を食い
しばりながら、自分の体重以上の
石にも挑んでいました。

力
を
振
り
絞
っ
て
石
を
持
ち
上
げ
る

石を持ち上げ踏ん張る

　洪水の発生を想定した夜間の避
難訓練が８月 27 日、下原地区と
砂古地区で行われました。地区住
民ら約 240 人が参加し、模擬避
難や照明設備・備品の点検、安否
確認などの訓練を実施。災害に対
する認識を深めていました。

町
内
放
送
を
合
図
に
避
難
所
へ
向
か
う

夜間の水害に備えて

　市内 13 社の事業所を対象にし
た「パート就職面接会」が９月２
日、総合福祉センターで開催され、
40 人が訪れました。求職者は真
剣な表情で面接に臨み、事業所の
担当者に勤務条件などについて熱
心に質問をしていました。

就
職
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

パート就職面接会

　地元の食材で食文化を学ぶ講座
「鮎料理づくし」が９月７日、東
公民館で行われました。参加した
10 人は魚の串の刺し方のほか、
フライや雑炊などの塩焼きだけに
とらわれないアユの調理法を学
び、さっそく調理をしていました。

フ
ラ
イ
に
す
る
ア
ユ
を
さ
ば
く

地元の食材を生かして

　鬼ノ城阿曽野球少年団が、結成
40 周年を記念してユニフォーム
を新調しました。右袖には鬼の面
をあしらい、「AZO」のロゴは県
立大学デザイン学部の協力で作
成。選手は気持ちを新たに、今後
の活躍を誓っていました。

飛
躍
の
決
意
を
込
め
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

40 周年の節目を迎えて

　９月 11 日、消防写生大会が消
防庁舎グラウンドで行われ、市内
の幼稚園児や小学生など約 350
人が参加しました。迫力満点のは
しご車や消防ポンプ車、救急車な
どに目を輝かせ、画用紙いっぱい
に描いていました。

よ
く
観
察
し
、
熱
心
に
描
く
子
ど
も

紙いっぱいに消防車を描く
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